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金科 と寵北朝鮮の関旗(上)
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Mourning Suddenly Lost Mr. Lee Suk-In or Tigerしee-

Yoshinobu MORI 

はじめに

朝鮮民主主義人民共和国{以下 f北i[iJJf((c1むと略記]をめぐる動きが現在、思際的な関心事として毎日の

ようにマス・コミで報道されている。北朝鮮が行っていると主張する核やミサイルの開発のみならず、日

本人の技致事件で計らずも示された毘内の人権状況、麻薬や偽造紙幣の製造から流通に烹る工作など、今

やさまざまな諸問題が一挙に噴出した観を呈している。この動きの発端は2002年10月17日、訪朝したケ

リー(JamesA.Kelly)米国務次官補と北朝鮮の妥錫柱第一外務次官との会談の際、後者がf1Il者に核開発

を是認したという米部発の報道た、った 11)。

北斡鮮が核i関j菊百発の動きを2本1ド三格化させる11札!

一E毘i幸報設釦J編築委員の李錫E寅誌先生がご急、j逝並された。 2惣筆P夜;苦者者if-は朝鮮間題を研究する一学徒として、 「タイガー・

の愛称で設からも尊敬されて来られた李錫資先生のご急逝に接し、心労と悲痛に苛まれたと言って過

はない。なぜならば、李錫寅先生ほど朝鮮半島の平和的統一に心を砕かれ、それを「東京アンテナJ

をはじめとするコラムで繰り返し主張された方は他にいないからである {210

筆者は、生前の李錫寅先生に大隣民国政府奨学金留学生候補としてご推薦し、ただいたことを契機として、

李先生に親しく指導を受ける中で数多くの教授を賜り、現在までその教授に従い研究を続けてきた。

がこれまで「南北朝鮮労働党の研究j を4問にわたり本紀要に掲載し続けるなど、朝鮮解放史と通称され

る時期jを中心的に研究してきたのは、全てこれ先生のご教授を少しでも実践しようとしたところにその目

的がある。李錫寅先生から賜ったご教授の核心は、 との初対面の時に渡された紙に直筆で書カ通れた

“Was es eigentlich sein?"の一文に端的に表されていると言えよう。

そこで現在の北朝鮮をめぐるいろいろなアジエンダに鱗み、筆者は李先生のご急逝に接して f南北朝鮮

労働党の研究j連載を一時中断し、北朝鮮がそもそもその際立時においていかなる原状にあったのか、を

広く紹介する論考を執筆することとした。論考のテーマとして選択したのは、当時の北朝鮮で、数少ないイ
やム iゥ M シ

ンテリゲンチャのひとり金科泰が書いた南北朝鮮の医i旗に関する論文である問。

この論文の翻訳を選択した理由は、東西冷戦下というイデオロギ一対立が先鋭化した"1:1とは言え、樹立

当時の北朝鮮が勇躍その希望に燃えて自指した新国家の理念が非常によく示されている点、大韓民国[以

下「韓国Jと略記}の国旗について深い潟祭と鋭い批判を得ることができる点、そして朝鮮戦争に先立つ

対米認識をよく示している点などからである。当時は金日成による傭人独裁体制の形成前にあって比較的

執筆者:'pJTJ，持:佐波大学文化数奇学部日本・アジア文化鈴鹿



28 
-k- 告白 山

拘ミ s: E毛主

に自 r~J な論議がなされていたところから、北朝鮮の伝統的な対外認識もうかがし、知ることができる。ここ

から我々は現在の米朝対立において、あたかもただひとえに北朝鮮に非があるという論議が成立しがたい

ことがわかるのである。

本稿は2聞にわたる翻訳の第一部住(上)として、金料奉の略歴、北朝鮮樹立に際しての彼の役割をそ

れぞれ傾に概説した後、金料奉が書いた論文「新聞旗の1M定と太紐旗の廃止についてj全7章のうち第4

までを邦訳する。次号では第5主主以下を翻訳し、この論文から読みとれる北朝鮮の原状に考察を加えた

翻って朝鮮半島の現情勢にも言及したい。

なお、融訳にあたりできるだけ当時の用語法を尊重し、漢字語で現在すでに死語となったものでも意味

を判読できる場合にはそのまま転記した。また、わかりにくい事件や事象に対しては、著者の(註)によ

る注解とは別に、筆者独自の(註)を末尾に一指して示すことにした。さらに原文に示されている説明や

図解は潟北朝鮮の現在の国主主や国旗とは異なるため、現在の国主主や国旗を原色がわかるように可能な限り

インターネット上のサイトから転指して掲載する工夫を凝らしたことを予め付言しておく。

I.金科奉の賂堅

金科奉は18891:ド3月17日に慶肖南道に生まれ{山、 1908年にソウルの普成高等普通学校を卒業した。

中央・普成・微文高等普通学校で教鞭を執る1=j:1で、著名な朝鮮語学者の同時絞らと共に朝鮮語辞典の編纂

と刊行にあたった。彼は既に、臼本の朝鮮植民地統治下で朝鮮語学者として陸部に名前の知られたインテ

リゲンチャであった。

その彼が1919年に起きた3・1独立運動を経験し、反日の意思を竪くしたと言われる。金*.4奉は河年4

丹、上海に亡命して1924年から f大韓民i君臨時政府議政i涜j議員となり、そこで上海仁成学院校長も務

めた。ここで彼は朝鮮語研究を続け、その成果を出版する傍ら、独立運動を展開し、李:取締らが中心とな

ったいわゆる「上海派」共産党と関係したという(へ

この後の1927年に金科奉はヨーロッパに巡回して見出を広め、 1932年頃から中国の抗日統一戦線に参

加し始め、 35年に義烈閉で著名な金元服らの朝鮮民族革命党に加入、間党中央委員として活動した。

は金料奉の~YJであった。金科泰は、拐鮮民族革命党内で内紛が続く iやでも康管学校の卒業生を lþ国へ送

る仕事に従事したと言われる。そして1937fドに活動拠点を霊法に移したが、蒋介石の弾圧が厳しくなる

や、金科奉は中国共産党が「抗日の根拠地j としていた当時の延安まで幼い娘の手をヲIl、て旅したと伝え

られる (6)。

ここで彼は、金元践と路線を奥にし、 1942年に結成された「戟鮮独立問盟Jの活動に慌わることにな

った。彼はその実働部隊である「朝鮮義勇箪jの指導も含め、この同部の主席として抗日運動を継続した。

初鮮独立問擦が中関共産党との緊密な述携の下、とりわけその援助を多く受けながら活動したところから、

技ら「延安派Jと呼ば‘れる勢力に囲い毘結心が生まれたのであろう (710

日本の敗戦により朝鮮半島がその植民地統治から解放された後、金料泰は延安派の仲間と共に北朝鮮地

域へ1945年12月に帰還したが問、新義チ1'1でソ連軍により朝鮮義勇軍が武装解除されたことを受けて、当

分のi曹は「謙虚潜慮jするとして政治活動を自粛していた(印。だが、ソ連軍の後援を受けた金日成が悶月

17日に朝鮮共産党北斡鮮分局の責任秘書[=総書記ないしは委員長に相当]となるなど、北朝鮮地域でも

政治情勢は動き始めた。特に同月27日に米英ソ三国外柏会談で採択された「モスクワ協定j 中の fli羽鮮に

関する決定j により、政治情勢は急転する兆しを見せたのである。

この情勢の変化を受けて、金料奉は自らが中央委員会委員長となって1946年2J=J26 1:1に朝鮮独立向盟

から「朝鮮新民党jへと名称変更して政党組織を立ち上げ(jQj、南北朝鮮が統…した独立主権問家の樹立
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活動に乗り出した。新党の結成に伴って宿朝鮮地域で結成された「南朝鮮新民党Jの党首となったのは、

これまた当時のインテリゲンチャとして著名だった自南雲だった。白南雲が自らの政治賂線をf晶、た時に

R月らかになったとおり1J1I朝鮮新民党の路綿は党名そのままに当時の毛沢東が主唱した新民主主義論に

立脚していた。

解放後に南朝鮮地域「解放jのための「民主主義の根拠地j として北朝鮮地域を創設しようとH昌えられ

た f民主基地j路線も、中富革命を実地で実践するものた、ったと言える。この路線のためか、 1946年8月

に結成された北朝鮮労働党中央委員会委員長には金日成ではなく金科泰が就任し、当時は後者が前者に勝

るとも劣らぬ立場た、ったことを示したのである。

例えば、当時の北朝鮮地域でソ連軍の最高責任者だったシトゥイーコフ (TerentiShtykoy)は、 1946

年9丹に鴎朝鮮地域の三党合党に際してソ連軍と北朝鮮労働党の首脳部が会談した際、自らのメモに

「金科奉は、金日成をして発言させ、ソ連側の要求条件を開隙させようと提案したj と書き残している(叩lロ山2お}

実際に南北弱朝j鮮労働党の合党により結}成或された朝!鮮鮮労{働動党において、金料泰は当初、向党中央委員会委員

長に就任したと思われる。従来の通説とは異なり、金日成は開党党首で、はなかったけヘ

このように、金料泰は米ソijjjj寧の分割占領下で分断体艇の樹立へ向かう決定的に重要な時期に、政治の

中枢にあって北朝鮮樹立、とりわけ憲法制定に深く関与した。のみならず彼は、朝鮮戦争と前後する激動

期にあって北朝鮮の国会に該当する朝鮮最高人民会議々長として長く北朝鮮の政治全般に大きな影響力を

行使した。北朝鮮樹立に際しての彼の役割は、これまで看過されがちであっただけに、いくら強鵡しでも

決して過ぎることはないであろう。

II.北朝鮮揺立に際しての金科巻の役割

金j斗泰が北朝鮮樹立に関与した綬蕗は、間家、党、軍という北朝鮮を見る一般化した3つのレベルのう

ち、主に前ニ者の国家機構と党組織を通じてた、った。彼が北朝鮮労働党々普として北朝鮮で実施される人

民委員会の道・市・郡・薗など各行政レベルごとの選挙や f建国思想総動員運動Jなどの大衆運動を背後

から操縦したことはよく知られている (1ヘ

だが、北朝鮮樹立に際して金料泰は、単に法的・政治的な役割を果たしただけでなく、それに優るとも

劣らず、当時の数少ないインテリゲンチャとして社会的・文化的な役訴も担当していたのである。そこで、

ここでは金科奉が北朝鮮樹立に際し果たした役割を(1)法的・政治的な役割、 (2)社会的・文化的な役

割、に大別して概観したい。

(1)法的・政治的な役割

金料泰が民衆の前面に立って自大な役割を果たしたのは、 1947年2月に閉会した北朝鮮の属会に該当

する北朝鮮人民会議においてであった。彼は開会議々長となったのみならず、 i司会議で設置された常任議

員会議長となった。この常任議員会とは f北朝鮮人民会議の休会中に人民会議を代表し常時、重要な諮問

題を審議決定して、執行機関である北朝鮮人民委員会を監脅するために(中略)必要j とされたものた、つ

た IJヘ
実際に同会議で金料奉は、次のように発言して、北朝鮮人民会議と北朝鮮人民委員会との関係を示唆し

た。「討論なさる方は、 i恨定時簡を厳守して下さるようお願いします。大概は指導者[=金野成を指す]に

対する称揚に終始し時間を過ごす傾向があるが、報告内容に対して賛成かどうか、報告内容が事実と符合

するかどうか、この点を中心に討論してもらうようお願いします。J(1日言うまでもなく、北朝鮮人民委員

会委員長は、金日成た、った。

金料奉は1947年後半から、第2次米ソ共同委員会の失敗後に南北朝鮮で分i新体制の樹立へ向かう時期、
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北朝鮮人民会議常任議員会委員長として特別会議を主援し、北朝鮮の臨時憲法制定に尽力した。臨時憲法

の制定過程に関しては拙論に詳しいのでここでは繰り返さないがけ7にこの臨時憲法の内容において新生

隈家たる北朝鮮の建国理念は明確に表れた O その建盟理念とは、①人民主権と共和政体、②権利と自由の

実質的保障、③計繭経済の原則、の3}点芸に要約できる(岬i悶凶8剖)

これら3点の建毘3理里念こそ、当日寺の政治指導者たちの子討を金科挙が代弁して示した北報開:の進むべき方

向だったのであり、このために彼は臨時憲法の中に政府の権限を抑制する条項を付け加えもした。もちろ

ん、既にこれら3つの理念が現在の北朝鮮で現実味を全く失い、どれひとつとして金正日現政権により志

向されていないのは明白な事実である。しかしながら、少なくともその樹立当初において臨時怒法の「全

人民的な討議j過棋で建民理念が人民に示され、さらに金料奉が体制樹立後にも朝鮮最高人民会議々

間常任委員会委員長としてこの憲法に別り同政全般を

小評価されるべきではない。

(2)社会的・文化的な役割

したことは、次??で述べるように決して過

金料者三が法l'j9・政治的な役割以上に北朝鮮樹立に際し果たした大きな役割は、社会的・文化的にIEけとの

前;教の弊害を徹践的に批判し、それを変革しようとしたところにあった。後述する翻訳で示すとおり、

金料泰は明継に儒教のもつ負の造肢を11ftっていたから、とりわけ金日成総合大学の初代総長となってから

は、教育を通じて113習の打破や科学的な知識の普及に指導力を発揮した。1':1本組民地統治下で、は朝鮮人が

教育を受ける機会は極めて!浪られていたから、北朝鮮樹立と前?乏しでもそのまま継続して広く一般民衆に

抱かれていた罰習や迷指そして文商などは、日本式の教育と共に清算すべき課題なのであったけヘ

これと関連して、北朝鮮初代内閣の教待相に前述のiヨ雨雲が就任したのは、決して偶然ではなかったと

えられる。 1ヨ潟雲が書いたように、 li長教の言葉で共産主義を民衆に語る他なかった当時の指導者Aたちは、

自らの翌日念を本気で次のように考えていたのである。「人間が人fl[Jを搾取するのをおF捻しようというのが、

我々の主張する汗コであり、米を生産する農民と機械を動かす労働者4と事務技術を担当する勤労者たち

を人核EIせに解放しようという である。禽獣草木を愛することも必要だが、人間を愛し、民族を愛し、

生産階級を愛そうという?民主的仁;を実践しなければならないのであるJ(抑

これから北朝鮮樹立と前後して金科挙が書き記した論文を翻訳するにあたり、筆者は、読者諸氏に今一

)支 fそれは本来どうあったのかJというタイガー・ を想起してもらいたい。そして、金科君主の諭

文q:1に滋れる高い理想と笠かな叡智を読みとっていただくようお顕いする次第である。なぜならば、斡鮮

戦争中から始まった金日成による朝鮮労働党内の潟清と個人崇拝を伴う独裁政権の樹立過程そのものが、

それ以前の北朝鮮が堅持していた発展可能性、いわば f失われた宝j を暗示しているからである。「革命J

を空しく叫び続ける混在の北朝ff!!f:が回帰 (re伺evolution)ずる場所は、正にそこにしかない山。

m.金科泰 f新国擦の制定と太揺旗の廃止についてj
(22) 

朝鮮民主主義人民共和国の盟主主は「朝鮮民主主義人民共和国Jという文字を悲し、た横長の帯に、稲穂を

束ねた円の中に溶鉱炉のある工場があり、その後に白頭1I1があって、その上から光が|怒り注ぎ、光開iく赤

い星がある。

医の模様は多元で、指穂の個数は片側それぞれに70lfsIずつであり、稲の株数はJtnmそれぞれに6株
ずつである。問主主の光蒋は、次のとおりである。

国章の光彩

一、横長の，H手と星と光総 持品、光(パーミリオン)
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二、文字と横長の帯の緑取り

三、揺穂

問、稲穂と稲穂の間.

五、稲の茎

六、溶鉱炉目

v七、 111.

(1)前の111(2つ)

黄色い光(レモンイエロー)

黄色い光(カlレダモンイエロー)ω

褐色

黄線

虫色

(2)後のIU.

八、水と

明るい部分一紫緑色

陰になる部分一紫脊色(プロシアン÷パーミリオン)

淡紫脊(コバルト十パ一ミリオン)

青い光(コバルトブルー)

国旗

朝鮮民主主義人民共和国憲法に明示されたように、 f悶旗は横に、真ん中が赤く、上下に自く青い三光

色の下地に加え、旗竿側の赤い下地にある iヨL、円内に赤い五角形の星がある。旗のl阪の縦横比は、
である。j縦を六等分し、上下それぞれ合わせて六分のニを青色とし、その外に赤色の側からそれぞれ白

色部分をとるが、白色の広さは片側ずつ青色の六分のーである。そして、残りの下地は赤色である。白色

円の中心は、赤色の下地の中に旗の幅を横に三三等分した二つの縦線中、旗竿艇にある縦線の中心点におく

が、円の誼f圭は赤い下地の縦3分の2となる。そして、白色円の1:j:1に赤い恩を描くが、その中心もやはり

白色内の中心と同一であり、阜の端が円に接しないで、自主線の縦の二分のーくらい離れているようにし

なければならない。

国旗の光は、分光器に表れる七]京色q::Jの背急、赤色でなければならない。

白色内の直径は赤色綴織の号

白色の去の間隔 議色の去を

喬色の外側へ

赤色部分から

とる

燦績を三等分し

た綴察側の縦線

の中心点

新国旗の制定と太撞践の廃

止について

撚同色

北朝鮮の通信記者は七月

十八日、北朝鮮人民会議常

任議員会議長の金科挙先生

を訪ね、新国旗制定と太極

旗廃止について、その意見

を採関したところ、次のよ

うな談話発表を得た。

朝鮮の新国旗問題の提起

は1947年11月、北朝鮮人

員会議第三次会議の決定により成立した朝鮮臨時憲法制定委員会で作成した朝鮮i臨時憲法草案を1948年2

月、北朝鮮人民会議第由次会議でこれを全朝鮮人民の討議に付すため同月 11日、 5民主朝鮮J、『労働新開j

など各新開に斡鮮臨時憲法草案を発表すると問時に、新関旗と盟主主の関案が発表されることから始まった。

この新国旗を部裂することに対して、いくらかの人たちの質問があった。どうして新閤旗を出して出国

旗を廃するのかと。しかし、新居家を謝立するのに新しい国法と新しい毘旗を出すのは、当然のことであ
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る。!日韓民!の君主政体に合った医i法や間旗が新朝鮮の八民政権に合わないのは、多言する必要もなL、。そ

れゆえに憲法が現れ、またあらゆる新法令が出てくるように、新型旗が現れることになるのである。

それで、、我々 の事rr医!旗は、新たに樹立する新!エ|家の性質に合うよう部製されなければならず、そうでな

し、!日国旗は廃止されねばならないのである。

我々の新国旗の意義を認識するために、まず我々の新たに樹立する国家の性格を簡明に述べなければな

らない。

今日、我々の新たに樹立する国家は、!日韓国のような、そのような封建富家でないのはもちろんながら、

広大な勤労人民の権設が1!¥li視された、いわゆる民主国家という資本主義国家のような、そのような国家で

もないのであり、 1945年8月15日の解放と共に人誌の自主意思により創建された釈しい国家主権の形態

である人民委員会を通じて主権を行使するようになる真正な民主国家なのである。

このような国家を樹立することになったのは、 i;lとして一朝一夕に卒然と、あるいは開然になったのでは

なく、少なく見積もっても外廷内患の80年という巴長い歳月のr-j:l'こ、民放の幸福な国家を樹立するため先に

倒れ後に続いた革命先烈の血の軌跡を踏んで得た貴重な教訴が結晶となった真現を把握したところからな

のである。封建李朝の末期に欧米および EI本資本主義国家の設略圧迫を受けて来て~I主党、日本帝邸主義の

独占植民地となり36年i旬、亡悶奴の生活までする過程のうちに、内には革命逆説!の不断の継承発展と、外

には世界大勢の必然的な趨勢を正確に認識する結果として生まれ出ているのである。

李朝末期の政治的腐敗は、大説話の政権が{flj~1-、閥族が執権し、 ~T~Îf条約が締結された後、さらに甚だ

しく迅速な改革が期待されたが、遠大な I~l 的と応î~百な計i泌がなく、 n寺あたかも爆発した壬午軍乱 (1882

年)は、閲族の清兵引き入れにより数多くのÍII兵が屠殺・放逐され、大i涜壬nま誘檎されて消 I~Iに行った恥

辱の醜となる場而を生んだが、};点目í~Fj'j!ê命運動はこの後から次第に発:.t;j::・成長するようになった。

国内運動において1884年の市中政変に数多くの愛国志士の殺害と、:梨学農民Ji攻守'i‘ (1894"1ミ)に数十万

の農民の流阪と、被保護条約後の義兵運動(1 905~l911年)に無数の熱血男兜の駒田と、亡悶後の 3 ・

1運動(1919年)に数万数千の犠牲を11¥す一方、変節・売医した好族の市たちも少なからず出現したと

ころから、 'PiJl故変に一重鎮た‘った者として亡国後に敵国の伯爵伎を受けて f恩賜金Jを受け現った者だ
とか、 3. 1 運動の一苦領た、った者として ill寺中会Jを組織し、極度にいわゆる「皇民化JをまEったよう

に叫び回った者だとか、その{せs3人とか48人とか、あるいは設だ持だと言った者たちのヰlで無数の変

節・堕落した者ーたちを見ることになった。しかし、 3・H主動後 f朝鮮共産党Jが成立し、労働)ill動 .J}{~ 

民運動・新文化運動などが展開されて以来、我が民族の解放運動は偉大な新世紀を1mき直接、勤労人民の

手中でl篠田として活発に展開するようになった。 fM~政運動の推進路線だとか、全民族の真正な字詰;を 1=1 指

す笛強な民主国家を建立する大道だとかを正確に理解するようになった。

国際関係において1866年、フランスの江草侵犯をはじめとして、米国の大間江 (1868一年)ならびに漢

江(徳津)侵犯 (1871年)と日本の永宗主J長犯(1875年)と英国のi三文島占領 (1885年)を受け、

日戦争(18941:j三)、露日戦争 (19041引を経験し、被保護条約 (1905.il三)を経て亡!五1(1910年)した

後、 36年間の奴認牛馬の生活をする問、 1876"Fの隣日江主主条約をはじめ韓米条約(1882年)、英日同盟

0902年)などにことごとく朝鮮を f自主の邦Jだの f難があれば互いに助けるj だの f独立と領土保全j

だのと云々したが似1)、朝鮮を日本により滅亡させる第一段i轄である「保護設定j を英米両国の賛成で成

就させ日出、さらに朝鮮が自本に併合され滅亡する 11寺に米英などの黙認するのも兇たし、ハーグの常

使運動(1907主ド)，川やパリの平和会議での独立請願運動(1919年)が全て何らの実効も希望もなかっ

たことを確実に見た。しかし、ソ迷の10月革命後、朝鮮独立運動に対する真きさな援助とポーランドに対す

る独立添認と中国に対する不平等条約の取り消し、そのほか被圧迫民族の解放運動援劫の事実や30年来の
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対外和平政策の実行を見て、地球に誌がった裕黒の帝国主義{侵略勢力霞外に立ったソ連から、lJU途に新た

な正義人道の光明が発射するのを見ることになった。

このような圏内運動の発展と国際関係の帰趨を単純ないくつかの事実から看破しただけではなく、人類

社会の発展法別と世界の将来を予見する偉大な革命の先輩たちの学説を理解した連関の上で、判定するこ

とになったことを深く認識しなければならないのである。

我々が新たに樹立する国家の性絡を要約して述べると、内には勤労人民を基本とし、外には進歩的民主

力量を連結する患家とならねばならないのである。

1.新国旗は前途洋々たる新興国家の象徴

我が国家は、定向なしに進むのではなく、必ず歴史の発展法則による正しい方向へ前進しなければなら

ないのである。封建の余習と残浮を粛清し、資本主義の独占的偏向を排訴し、先進的民主主義民家の道へ

進まなければならないのである。この道の指向の象徴は、暗い夜にピカピカ仔く道を指し示してくれる新

展のように、旗の真ん中の赤い患がこれである。このような国旗は、fiiJ途洋々たる新興関家の象徴である。

2 新国旗は詰;強で和平ある民主国家の象徴

我が国家は事実上、ある特権階級の独裁機構をつくるのではなく、必ず労働者・農民を基本とした真正

な民主制度を建立し、高強を区内、手伝国主義のどんな龍絡にも1出演な幻想を抱くのではなく、必ず世界の

進歩した民主陣営に強固に立問!して和平を保持しなければならないのである。この富強の象?哉は、我が人

民の胸中に先烈の後を継いで沸き立つlfnの光のように、旗の真ん中の赤い患がこれであり、和平の象徴は

雨が降った後、晴れた日の空の光のように、旗のrj:lの青い光がこれである。このような毘旗は、;者強で和

平ある民主国家の象徴である。

3.新国旗は光明発展する幸福な出家の象徴

我が国家は、停滞あるいは退歩するのではなく、不能rrに努力、向上し、必ず光明発展するであろう。こ

の象徴は、地球の上に明るく放射し照らし/:1:¥す日の光のように、旗のJ:j:lの白い光がこれである。このよう

な国旗は、光開発展する幸福な国家の象鍛である。

(言t1) 1876年の勝目修好条約第 I 条に「紛鮮llil は自主の邦として日本との平ミ.~;権を保有し以後、|碍図の平日殺の突を表すと

し、双方が雨空1:の礼で相対して、宅も侵略を街疑できないのである…j。

1882年の~t!けと条約災~ 1 3決に「…永遠に和平友好とし、万一他国が向か不公平な経}交を働くことがあれば…必ず互いによ功け

ること一Jo 1902i!，-の 9~EI 同盟の関頭に f災自雨溺政府は、治総jIIiHÍÍi主!の独立と領土保全を %flJ守することー J 。

(日t2) 19051ド6月29日、米国のウィリアム・コパロット・タフトは、j=pj三設椴の手伝太郎lこ、初鮮に対するj=J;，jl:の保護設

定…をワシントンでは反対しないだろうと震ったし、大統vJIのセオドア・ルーズベルトは、東京にいる自分の個人的な代表

を辺じ、日本人たちの n;羽鮮を改造Jするのに「米国の反対を受けないだろうj ことを13本外務省に保証した。 19051r:8月
12 j=j 、災 lヨ改訂間続完J3 完全に f j=j :<jq"EU立、終夜jに対する政治上、軍事上および経済Jニのl~I越した利主主を;釘ずるので、英国は

日本jilが諸手IJ読を後設・ t自逃するために正当かつ必要だと認める指導・監理ならびに保護の搭i伐を総I;i!j{こわlして執行する村正

利を;求認する..J 0 

(註3) 1905年の英日間_¥WI改訂時に、日本人の縁関係援を公然と宣布する英i主|の行動を恋総に見なして、駐英代理公私の

殺し、 1908年にljifli鮮政府の顧問として朝鮮の滅亡を方々で促進したえと注l人D'W'スティーブンスを在米主主土の

Jii録公使書記'自の李時鐙などがお宗の後令を受けて、 i湾年6

jヲにオランダのハーグでj)自かれる悶際平和会議に日本の朝鮮に対する侵略のイニj織を際訴して、回総の回復lこ隠する援助を55
求するため会議への参加を姿請した~Jçno
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作河、 広コ ヱ之本

それゆえ、我が新国旗は「前途洋々たる新興国家、富強で和平ある民主国家、光明発展する国家j の象

徴である 124)。

4.太極旗は新しい民主間家の性質に違反する

旧韓国末から使って来ている太極旗は、周易の繋辞上伝にいわゆる「太極(一元)が碍儀(陰陽)を生

じ、両儀が凶象(者陽ニ、少陽二、少陰二、老龍二)を生じ、四象が八卦(乾主主免王室離主主震玉三巽

ヱ坤喜三)を生じるJという話により、太極(亀)と八卦中の乾・坤・吹・離の四卦

(:韮芸芸謹告主主)を取り出して作成したものだが、ここで核心となる意義は捨陽二元にある。太極は

桧!陽二元が自ずから出るところの本体の一気を言うもので、八卦はi努を奇、陰を鵠として、 i陽湯の表号「一一j

と陰の表号 i.飾鰍嗣叩e輔鮒a網a

lにこしたのでで、ある。

易の陰陽思想は、陽を剛鑓で動くもの、陰を従順で、静かなるものとし、揚が主となり、陰が従となるの

である。自然界や人間社会の全ての事物をことごとくこの陰陽二元に添えて認識、説明する。併を挙げて

述べると、自然界の天地・日月・展戎.I現時・春秋.][冬・東西南北・円方・上下・前後・高低などなど

の前者は|湯、後者はl設だとし、人間社会の男女・夫婦・父母・君臣・貴賎・尊卑・吉凶・福禍・馴柔・健

JI医・動静などなどの前者は陽、後者は!急だという。ところで、我が太極旗の太極において、その内のニつ

の部分は陰践を内包した表象である。すなわち、紅色は陽、青邑(または黒怠)は陰で、四到、において

f乾潟、土中北、雛東、吹西j という、いわゆる伏儀の「先天学j に依拠したものであれば、三乾、三離は

陽、三お11、三次は!塗の表現なので、 申し上げると、この旗の太極、間卦は易の陰j湯思想を碁礎とし

た出家の性震を表現した旗なのである。いま国家の性質に関した古人の「捨l境学説j の一例を挙げて見れ

ば、李時光(李朝宣朝日寺の吏曹判事であり、号は芝i峰だった)は、次のように述べた。

「陰は陽に屈するから、あがらえば兇である。臣が替に対するのと、婦人が夫に対するのと、夷i敬が中国

に対するのと、小人(被治者すなわち常民を言うのである)が君子(統治者すなわち荷主圧を言うのである)

に対するのは、全て陰が陽に対するのと同じだから当然に属するのであり、あがらえば敗れ、変となるの

であるJと述べた。これは、どれほど非民主的であろうか。しかし、これは決して李時光一個人の思想で

はなく、易理を信じた東洋封建問家の全統治階級の思怒を代表するのであって、さらには全世界の非民主

主義的支配階級の共通類似した思想なのである。こうして、過去の封建李朝において、臣が君に)認しなけ

ればならないとして、国家に無上の権力を持った君主専制政体があり、婦人が夫に屈しなければならない

として、家庭に三従(嫁ぐ前は父に従い、嫁いでは夫に従い、夫が死して後は子に従う) ・七去不JI慎(嫁

は、父母に従額でない時、子がない時、淫乱である時、嫉妬深いs寺、悪疾がある時、口数が多い時、窃盗

をする持、は夫芸誌を去る)の惑い制度があったし、小人が君主に屈しなければならないとして、寅官汚更

の下の人民魚肉の惨状た、ったし、夷敵が中留に屈しなければならないとして、 j莫・貌・随・唐と謂を並べ

隆盛した高句麗の大版ßf と f熊津者I~督J 、 f安東部護J を転覆、駆逐した新羅の精神とを捨てて、汲々とし

た「浪界吾士j のためにi鴎縁江間箪後に臣と称して貢ぎ物を納めた恥辱の遂を開きはしなかったか!

しかし過去、朝鮮の統治階級は、国家制度において導部政治すなわち非民主主義がよいと主張したし、

関捺関係において事大主義すなわち非独立主義が正しいと名実共に主張したのだが李朝米、仏・米・英な

ど資本主義諮関家の侵略を受けて翠=寛、日本には留まで亡ぼされた我が民族は、前後一世-紀に近い長い歳

月をおいて独立と民主のために移しい数の流血の闘争を継続して発展させてきた赫々たる革命歴史を持つ

ことになった今日において、朝鮮の売毘族徒党たちは憎らしくも校拐に名実相反する欺織的な方法で「民

主Jの偽名を用いて民主を圧殺し、「独立Jの仮務iを使って独立を売り渡している。 3・1運動の当時、
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挙族的な流血翻争を行ったその時に、米国で居留同胞の1mと汗からなった金銭を巻き上げて安逸な歳丹を
送っていた李承晩が、出し抜けに「輯鮮が米障に委任統治を受けることをベルサイユ講和会議に請願するj

といわゆる委任統治 (mandatory) を主目昌し、悲名が鳴り響いた李承晩がその後には「無抵抗主義j を継

続して主張してきて、 8・15の時期には米国の鉱業家「サムエlレ・ヴ・トルバーJという者に朝鮮の鉱山

権を与えることにして、巨額の前払い金を受け取った(これは、米国サンフランシスコで発行する?朝鮮ー

独立新聞.J1946年i月23臼付の新聞に明記されている)。

朝鮮に現れた李承晩がし、わゆる f韓国民主党j だの「民主議院j だの f大韓独立{足成閤民会Jだのとい

う売国自体を指揮し、ご主人様である外国の勢力を倍りて数多くの愛関団体ならびに{閑々人を殺害・破

壊・投獄・虐殺しながら、かえって f畏主jを云々して、ソ米両壊の即時撤退と朝鮮人の自主全国統一政

府樹立に皮対し、米箪政の銃剣と売開テロ団の握J俸といわゆる rUN朝鮮委員団」という米帝の手先であ

る数ヵ閣の外国人の f駿視J下で、南朝鮮に単独飽備政府の強制樹立を狂ったように吠えまくり、米情盟主

義の植民地政策を徹底して達成させてやりながら、むしろ f独立j を云々 し、 f民主Jと「独立Jの性質

に違反する李朝末の太極旗の残りかすを以て故黙として人民を騎して留を売り渡そうとしている。

1946年4月58にソウルの米軍政庁から発表したいわゆる f悶旗制作法j というのは、以前に米国溺務

省に保管されていたいわゆる f朝鮮留旗の製法Jというのを、名称だけ少し変えてそのまま再版で発表し

たものに過ぎないのである。

この f製法Jの造作ならびにそれの f保管Jと、また米軍政を通じて発表させた者が李承晩自身なのか

そうでないのか、はよくわからないが、その「製法j の偽作・欺!荷役とその f保管Jr発表j の米国の主

体性を見ると、李承i晩徒党と1[[緑があるのを注意しないわけにはし、かない。

第一に、その「製法j において要領を見れば、下のようである。

r......太様・・・・・・紅い丹はi場、青い問は陰・・・・・・、主i、は関季と鴎つの方向を示す。 ・・・・・・そして、卦

は次の傾序である。

一、乾--- ......上左側 二、坤--立・・・・・・下右側

三、離---・・・・・・上右側 問、炊 き苦・・・・・・下左側

-・旗竿は、旗の左側、すなわち乾と吹がある方である。太極の紅は陽(男性)、青は陰(女性)を表

示し、乾と離は天と臼を表し、沖と吹は地球と丹を表示するJ(キト敬哲著 5太極旗の原埋120~21ページ)

とした。

このいわゆる「製法Jが拘を標準とし、どこから出てきたものなのか?! 易のいわゆる先天学という

乾南、坤北、離来、吹罷から出たものでもなく、易の図預のように上潟、下北、左束、右西に準拠して見

れば、乾東南、舛I西北、離間雨、吹東北となるが、万一これを開方と見ずに正方と見て「乾潟、坤北Jな

らば、離と吹の東西が逆になり、地震iの図面のように上北、下南、右束、左商に準拠して見れば、乾閉北、

坤東南、高iE東北、攻西南となるが、これを万一、後天の乾西北と見るならば、残り三方向が全て異なり、

もしも正方と見て乾北、坤雨、離束、攻商と見るならば、離と吹の方位は先天に合うが、乾と坤の方位は

どうしても合致しない。このように四卦の方位さえも関連って置いているのみならず、旗竿も誤って霞い

たのである。旗竿を乾と吹がある方に置いたのは、どのような理由からなのか。やはり 「卦は・・・・・・四万

を示すJと言うのならば、これ正に「乾雨、坤北、離東、吹西j で霞かなければならないのではないか。

ところが、東西の方向も分別できず、離と炊の方向を倒援する者にこの話はわからないだろうが、しかし

ながら述べる他はない。

そのような次第で、旗竿としては乾と吹の方に霞くのではなく、乾と離の方に置かなければならならな
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いのである。なぜそうかと言えば、旗竿は前進する方!匂を意味するから、明るい方にi設かねばならない。

ところで、離は臼が昇る方、すなわち明るい方であり、吹はEIが沈む方、すなわちJl郎、方なのだが、どう

して旗竿を乾と炊の方に霞くのか。また、乾を天、吹を月としたのならば、天月の方に旗竿を i-~l くのはど

んな意味なのか?夜行の意味なのか、あるいは[暗い方へ行く]略行の窓味なのかつ

この「製法」の作者や、これをそのまま使えと言う者が、全て太極・八卦に関する閥易の「先後天学j

の関係もよくわからず、東西南北の方向も探す能を主nらず、進退明n奇の関係も知らないのに、米盟国務省

や米軍政庁の勢いを借りて、同IJ告を欺Il蒔・暴任し、割方の方{立を倒寵したまま、明暗の進退を転換するよ

う強要する。この者たちが李承晩の徒党ではなくて、誰だというのか? 日常時代に太傾旗の禁止された

ことに反抗して、独立運動に使用した我が民族のその旗を愛護した心却を利用し、いま自分たちも{可か愛

問者ーであるかのようにこの旗を持ち、また一つの欺!絹材料と見なそうとしている。しかし、人民たちは縞

されない。過去の日帝への反抗に何らの関係もなかった者たちが今、新民家樹立の新出旗fljiJ定に反対し、

太極旗の{史吊を主張するのは、笑うべき哀れな時期iを逸した行動である。過去、 iヨ，1tiJ時代には我々に他の

関旗がなかった。太概旗だけが我々のもた、った。それゆえ、我が人民たちは、このf棋を愛し、憧II1Hした。

しかし今、我々は解放されてから2年有余の向に民主出家建立の土台を溶き閉めたし、今日、先進的で、人

民的で民主主義的な憲法を持つようになった。ここにおいて我々は、新民主国家の性核に合う!主l旗を選択

することができるようになった。事1T出家に大典通総が必要なく合わないように、古めかしい太極艇は適合

しないのである。我々が李氏iii)Jの亡余の遺物を今また用いる必要がどこにあるのだろうか。

(以下、次号に続く)
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